
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
三
三
）

《
事
案
概
要
》

《
決
定
要
旨
》

《
評　
　

釈
》

一　

合
憲
性
審
査
の
構
造

二　

立
法
事
実
と
し
て
の
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
社
会
事
情
等

三　

法
律
婚
尊
重
の
意
義
と
そ
の
間
接
的
担
保
と
し
て
の
法
定
相

続
分
規
定

│
立
法
目
的
の
正
当
性
及
び
そ
れ
に
対
す
る
立
法
目
的

達
成
手
段
の
合
理
的
関
連
性
の
検
討
を
併
せ
て

四　

憲
法
上
の
理
念
と
民
法
上
の
制
度

四－

一　

法
の
下
の
平
等
と
相
続
制
度

│
変
容
を
受
け
る
個

人
尊
重
（
尊
厳
）
の
原
理　

四－

二　

遺
言
に
よ
る
相
続
と
法
定
相
続
分
に
よ
る
相
続

│

本
件
規
定
の
補
充
性
に
つ
い
て

民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る

非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題

│
最
大
決
平
成
二
五
年
九
月
四
日
金
融
法
務
事
情
一
九
七
八
号
三
七
頁
（
平
成
二
四
年
ク
第
九
八
四
号
・

第
九
八
五
号
遺
産
分
割
審
判
に
対
す
る
抗
告
棄
却
決
定
に
対
す
る
特
別
抗
告
事
件
）

│

百　
　

地　
　
　
　
　

章

小　
　

関　
　

康　
　

平

判
例
研
究

二
三
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
三
四
）

の
「
…
…
社
会
情
勢
、
家
族
生
活
や
親
子
関
係
の
実
態
、
本
邦
を

取
り
巻
く
国
際
的
環
境
等
の
変
化
等
を
総
合
考
慮
し
て
も
、
本
件

相
続
開
始
時
…
…
に
上
記
規
定
〔
＝
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前

段
〕
が
違
憲
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
第

一
審
と
同
様
の
憲
法
判
断
を
し
た
為
、
Ｙ
1
及
び
Ｙ
2
は
本
件
特

別
抗
告
（
4
）
に
及
ん
だ
。

《
決
定
要
旨
》

原
決
定
破
棄
差
戻
し
。

（
1
）　
「
憲
法
14
条
1
項
は
、
…
…
事
柄
の
性
質
に
応
じ
た
合
理

的
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
限
り
、
法
的
な
差
別
的
取

扱
い
を
禁
止
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
…
…
」。

（
2
）　
「
…
…
相
続
制
度
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
伝
統
、
社
会
事
情
、
国
民
感
情
な
ど
も
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
現
在
の
相
続
制
度
は
、
家
族

と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
国
に
お
け
る
婚
姻
な

い
し
親
子
関
係
に
対
す
る
規
律
、
国
民
の
意
識
等
を
離
れ
て

こ
れ
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考

五　

違
憲
判
断
の
効
力

結
語
に
代
え
て

《
事
案
概
要
》

本
件
は
、
平
成
一
三
年
七
月
に
死
亡
し
た
被
相
続
人
Ａ
の
遺
産

に
つ
き
、
Ａ
と
そ
の
亡
妻
Ｂ
と
の
間
の
嫡
出
子
Ⅹ
1
及
び
Ｘ
2
、

並
び
に
、
Ａ
Ｂ
間
の
嫡
出
子
で
あ
る
亡
Ｃ
の
代
襲
相
続
人
Ⅹ
3
及

び
Ⅹ
4
（
申
立
人
・
被
抗
告
人
・
被
特
別
抗
告
人
）
が
、
Ａ
Ｂ
と

の
婚
姻
中
に
Ａ
と
申
立
外
Ｄ
と
間
に
お
い
て
出
生
し
た
非
嫡
出
子

た
る
Ｙ
1
及
び
Ｙ
2
（
相
手
方
・
抗
告
人
・
特
別
抗
告
人
）
に
対

し
て
、
遺
産
分
割
の
審
判
を
申
立
て
た
事
案
で
あ
る
。

Ｙ
1
及
び
Ｙ
2
は
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の
二

分
の
一
と
定
め
る
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
は
、
憲
法
一
四

条
一
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
が
、
第
一
審
（
1
）
は
、
最
高
裁
決
定
（
2
）

を
踏
襲
し
、「
…
…
非
嫡
出
子
に
嫡
出
子
の
2
分
の
1
の
法
定
相

続
分
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
非
嫡
出
子
を
保
護
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
法
律
婚
の
尊
重
と
非
嫡
出
子
の
保
護
と
の
調
整
を

図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
…
…
」
と
し
て
、
こ
れ
を
認
容
せ
ず
、

Ｙ
1
及
び
Ｙ
2
は
抗
告
。
抗
告
審
（
3
）
も
ま
た
、
平
成
七
年
最
大
決
後

二
三
四



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
三
五
）

も
増
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
」。
ま
た
、
昭
和
二
二
年
民
法

改
正
当
時
に
参
照
さ
れ
た
諸
外
国
の
法
制
度
は
、
既
に
今
日

に
お
い
て
は
変
化
を
遂
げ
て
い
る
し
、
平
成
五
年
に
国
連
自

由
権
規
約
委
員
会
が
本
件
規
定
の
削
除
を
勧
告
し
て
い
る
。

更
に
は
、
平
成
二
二
年
に
、
児
童
の
権
利
委
員
会
が
、
本
件

規
定
の
存
在
を
懸
念
す
る
旨
の
見
解
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

（
5
）　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
本
件
規
定
が
存
続
す
る
に
至
っ
て
い

る
の
は
、「
欧
米
諸
国
の
多
く
で
は
、
全
出
生
数
に
占
め
る

嫡
出
で
な
い
子
の
割
合
が
著
し
く
高
く
、
中
に
は
50
％
以
上

に
達
し
て
い
る
国
も
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
我
が
国
に
お

い
て
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
出
生
数
が
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
平
成
23
年
で
も
2
万
3
0
0
0
人
余
、

上
記
割
合
と
し
て
は
約
2
・
2
％
に
す
ぎ
な
い
し
、
…
…
家

族
等
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の
多
様
化
が
い
わ
れ
つ
つ
も
、

法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識
は
幅
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
こ
と
」
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
規
定
の
憲
法
適
合
性
判
断
に
あ

た
っ
て
は
、「
種
々
の
要
素
を
総
合
考
慮
」
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
の
、「
法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識
が
幅
広
く

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
嫡
出
で
な
い
子
の
出
生
数

慮
し
た
上
で
、
相
続
制
度
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
、
立

法
府
の
合
理
的
な
裁
量
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
」。

（
3
）　

平
成
七
年
最
大
決
は
、
法
律
婚
主
義
を
採
る
我
が
国
に
お

い
て
は
本
件
規
定
が
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
す

る
が
、「
法
律
婚
主
義
の
下
に
お
い
て
も
、
嫡
出
子
と
嫡
出

で
な
い
子
の
法
定
相
続
分
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
記
2
〔
＝
決
定
要
旨（
2
）に
相
当
〕

で
説
示
し
た
事
柄
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
柄
は
時
代
と
共
に
変
遷

す
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
定
め
の
合
理
性
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
尊
厳
と
法
の
下
の
平
等
を
定
め
る
憲
法
に
照
ら

し
て
不
断
に
検
討
さ
れ
、
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
4
）　
「
昭
和
50
年
代
前
半
頃
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
嫡
出

で
な
い
子
の
出
生
数
は
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
平
成
期
に
入
っ
た
後
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
晩
婚
化
、
非
婚
化
、
少
子
化
が
進
み
、
こ
れ
に

伴
っ
て
中
高
年
の
未
婚
の
子
ど
も
が
そ
の
親
と
同
居
す
る
世

帯
や
単
独
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
と
と
も
に
、
離
婚
件
数
、

特
に
未
成
年
の
子
を
持
つ
夫
婦
の
離
婚
件
数
及
び
再
婚
件
数

二
三
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
三
六
）

あ
る
」。

（
8
）　
「
…
…
〔
以
上
を
〕
総
合
的
に
考
察
す
れ
ば
、
家
族
と
い

う
共
同
体
の
中
に
お
け
る
個
人
の
尊
重
が
よ
り
明
確
に
認
識

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

法
律
婚
と
い
う
制
度
自
体
は
我
が
国
に
定
着
し
て
い
る
と
し

て
も
、
上
記
の
よ
う
な
認
識
の
変
化
に
伴
い
、
上
記
制
度
の

下
で
父
母
が
婚
姻
関
係
に
な
か
っ
た
と
い
う
、
子
に
と
っ
て

は
自
ら
選
択
な
い
し
修
正
す
る
余
地
の
な
い
事
柄
を
理
由
と

し
て
そ
の
子
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
子
を

個
人
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
権
利
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
考
え
が
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
」。

「
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
Ａ
の
相
続
が
開
始
し

た
平
成
13
年
7
月
当
時
に
お
い
て
は
、
立
法
府
の
裁
量
権
を

考
慮
し
て
も
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
の
法
定
相
続
分
を

区
別
す
る
合
理
的
な
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
規
定
は
、
遅
く
と
も
平
成
13
年
7
月

当
時
に
お
い
て
、
憲
法
14
条
1
項
に
違
反
し
て
い
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」。

の
多
寡
、
諸
外
国
と
比
較
し
た
出
生
割
合
の
大
小
は
、
上
記

法
的
問
題
の
結
論
に
直
ち
に
結
び
付
く
も
の
と
は
い
え
な

い
」。

（
6
）　

平
成
七
年
最
大
決
以
来
、
当
裁
判
所
は
本
件
規
定
を
合
憲

と
判
断
し
て
き
た
が
、
当
該
決
定
に
お
い
て
も
既
に
反
対
意

見
・
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、「
…
…
最
高
裁

平
成
15
年
3
月
31
日
第
一
小
法
廷
判
決
以
降
の
当
審
判
例
は
、

そ
の
補
足
意
見
の
内
容
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
件
規
定
を
合
憲

と
す
る
結
論
を
辛
う
じ
て
維
持
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
」。
更
に
補
足
意
見
の
中
に
は
、
速
や
か
な
立
法
措
置

を
求
め
る
も
の
も
あ
る
。

（
7
）　
「
本
件
規
定
の
補
充
性
か
ら
す
れ
ば
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で

な
い
子
の
法
定
相
続
分
を
平
等
と
す
る
こ
と
も
何
ら
不
合
理

で
は
な
い
と
い
え
る
上
、
遺
言
に
よ
っ
て
も
侵
害
し
得
な
い

遺
留
分
に
つ
い
て
は
本
件
規
定
は
明
確
な
法
律
上
の
差
別
と

い
う
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
件
規
定
の
存
在
自
体
が
そ

の
出
生
時
か
ら
嫡
出
で
な
い
子
に
対
す
る
差
別
意
識
を
生
じ

さ
せ
か
ね
な
い
こ
と
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
本
件
規
定
が
上
記

の
よ
う
に
補
充
的
に
機
能
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の

合
理
性
判
断
に
お
い
て
重
要
性
を
有
し
な
い
と
い
う
べ
き
で

二
三
六



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
三
七
）

的
な
も
の
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
い
え
る
」。「
し
た

が
っ
て
、
本
決
定
の
違
憲
判
断
は
、
Ａ
の
相
続
の
開
始
時
か

ら
本
決
定
ま
で
の
間
に
開
始
さ
れ
た
他
の
相
続
に
つ
き
、
本

件
規
定
を
前
提
と
し
て
さ
れ
た
遺
産
の
分
割
の
審
判
そ
の
他

の
裁
判
、
遺
産
の
分
割
の
協
議
そ
の
他
の
合
意
等
に
よ
り
確

定
的
な
も
の
と
な
っ
た
法
律
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

（
10
）　

尚
、
金
築
誠
志
、
千
葉
勝
美
、
岡
部
喜
代
子
各
裁
判
官
の

補
足
意
見
が
あ
る
。

《
評　
　

釈
》

一　

合
憲
性
審
査
の
構
造

本
件
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
最
大
決
（
5
）
に
お
い
て
合
憲
判

断
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
本
決
定
は
、
そ
れ
を
判
例
変
更
し
た
も

の
で
あ
る
。
平
成
七
年
最
大
決
が
採
る
合
憲
性
審
査
の
構
造
に
つ

い
て
は
、
一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
合
理
性
の
基
準
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
6
）
。

こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
論
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
、

先
ず
、
厳
格
審
査
基
準
、
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
、
合
理
性
の
基

準
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
平
成
七
年
最
大
決
は
、
こ
の
う
ち

（
9
）　

本
決
定
は
、
平
成
七
年
最
大
決
が
、「
そ
れ
よ
り
前
に
相

続
が
開
始
し
た
事
件
に
つ
い
て
そ
の
相
続
開
始
時
点
で
の
本

件
規
定
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
判
断
を
変
更
す
る
も
の
で
は

な
い
」。

「
…
…
本
件
規
定
は
、
本
決
定
に
よ
り
遅
く
と
も
平
成
13

年
7
月
当
時
に
お
い
て
憲
法
14
条
1
項
に
違
反
し
て
い
た
と

判
断
さ
れ
る
以
上
、
本
決
定
の
先
例
と
し
て
の
事
実
上
の
拘

束
性
に
よ
り
、
上
記
当
時
以
降
は
無
効
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
本
件
規
定
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
裁
判
や
合
意
の
効
力

等
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」。

し
か
し
な
が
ら
、
本
決
定
は
、「
…
…
そ
の
違
憲
性
を
当

裁
判
所
と
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
決
定
の
違
憲
判
断
が
、
…
…
い

わ
ば
解
決
済
み
の
事
案
に
も
効
果
が
及
ぶ
と
す
る
こ
と
は
、

著
し
く
法
的
安
定
性
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
」。

だ
と
す
る
と
、「
…
…
確
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え

る
法
律
関
係
ま
で
を
も
現
時
点
で
覆
す
こ
と
は
相
当
で
は
な

い
が
、
関
係
者
間
の
法
律
関
係
が
そ
の
よ
う
な
段
階
に
至
っ

て
い
な
い
事
案
で
あ
れ
ば
、
本
決
定
に
よ
り
違
憲
無
効
と
さ

れ
た
本
件
規
定
の
適
用
を
排
除
し
た
上
で
法
律
関
係
を
確
定

二
三
七
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（
二
三
八
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て
い
る
、
と
み
る
余
地
が
あ
る
」
と
（
11
）
。

翻
っ
て
本
決
定
を
見
る
に
、「
…
…
本
件
規
定
の
合
理
性
に
つ

い
て
は
、
前
記
2
及
び（
2
）で
説
示
し
た
と
お
り
〔
＝
本
稿
に
お

け
る
決
定
要
旨（
2
）及
び（
3
）に
相
当
〕、
種
々
の
要
素
を
総
合

考
慮
し
〔
て
〕、
…
…
判
断
さ
れ
る
べ
き
」
と
し
て
、
具
体
的
に

は
、
決
定
要
旨（
4
）及
び（
5
）に
示
さ
れ
る
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、「
種
々
の
事
柄
」

│
こ
の
点
に

つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
扱
う
が

│
が
変
遷
を
遂
げ
る
な
ど
し

て
お
り
、「
…
…
遅
く
と
も
…
…
平
成
13
年
7
月
当
時
に
お
い
て

は
、
立
法
府
の
裁
量
権
を
考
慮
し
て
も
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い

子
の
法
廷
相
続
分
を
区
別
す
る
合
理
的
な
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
論
ず
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
失
わ
れ
た
「
合
理
的
な
根
拠
」
と
は
、

本
決
定
が
い
か
な
る
合
憲
性
審
査
手
法
を
採
用
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
、
何
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
か

不
分
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち
、
立
法
目
的
の
正
当
性
に
つ
い

て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
立
法
目
的
と
立
法
目
的
達
成
手
段

と
の
合
理
的
関
連
性
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い

て
で
あ
る
。

本
件
規
定
の
立
法
目
的
（
な
い
し
立
法
理
由
）
に
つ
い
て
は
、

の
合
理
性
の
基
準
に
依
拠
し
て
お
り
、
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
が

採
用
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
旨
を
論
ず
る
（
7
）
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
七
年
最
大
決
が
、
合
理
性
の
基
準
に
依
拠
し

て
い
る
と
す
る
の
と
は
、
別
種
の
理
解
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
（
8
）
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
成
七
年
最
大
決
の
採
用
す
る
合
憲
性
審

査
の
構
造
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
理
解
を
対
照
し
よ
う

と
す
る
論
考
は
余
り
見
ら
れ
な
い
（
9
）
。
そ
も
そ
も
、
い
わ
ゆ
る
合
理

性
の
基
準
と
は
、
①
立
法
目
的
が
正
当
（legitim

ate

）
で
あ
っ
て
、

②
か
か
る
立
法
目
的
と
そ
の
為
の
規
制
手
段
（
立
法
目
的
達
成
手

段
）
と
が
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
か
（rationally related

）

否
か
を
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
（
10
）
。
だ
が
、
平
成
七
年
最
大
決
に
対

す
る
別
種
の
理
解
は
、
そ
も
そ
も
、
同
判
決
が
立
法
目
的
と
そ
の

為
の
規
制
手
段
と
い
う
構
造
に
拠
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
故
に
、
両

者
の
間
の
合
理
的
関
連
性
を
審
査
し
て
い
な
い
と
考
察
す
る
。
そ

の
論
ず
る
と
こ
ろ
即
ち
、
目
的

│
手
段
構
造
を
明
確
に
採
用
し

て
い
る
と
さ
れ
る
尊
属
殺
重
罰
規
定
違
憲
判
決
を
差
し
置
く
、
平

成
七
年
最
大
決
の
「
…
…
法
廷
意
見
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
い
う

rationality

の
基
準
を
引
き
合
い
に
出
し
て
判
例
の
「
合
理
的
区

別
」
論
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
学
説
（
お
よ
び
本
件
決
定
〔
＝
平

成
七
年
最
大
決
〕
の
反
対
意
見
）
に
対
し
て
、
違
和
感
を
表
明
し

二
三
八
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従
っ
て
、
本
決
定
は
、
法
律
婚
の
尊
重
と
い
う
本
件
規
定
の
立

法
目
的
に
つ
い
て
、
そ
の
合
憲
性
審
査
を
行
っ
て
い
な
い
か
、
あ

る
い
は
、
合
憲
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
論
を
進
め
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
先
例
と
同
様
の
憲
法
適
合
性
評
価
を

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
立
法
目
的
に
つ
い
て
の
審
査
は
省
略
さ

れ
、
立
法
目
的
達
成
手
段
の
み
審
査
に
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

よ
う
。
だ
が
、
本
決
定
に
お
い
て
は
、
先
例
と
し
て
の
平
成
七
年

最
大
決
と
は
異
な
っ
た
憲
法
適
合
性
評
価
を
結
論
付
け
て
お
り
、

立
法
目
的
に
つ
い
て
の
審
査
は
改
め
て
精
緻
に
行
わ
れ
る
べ
き
は

ず
で
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
反
対
に
、
本
決
定
が
法
律
婚
の
尊
重
と

い
う
立
法
目
的
が
合
憲
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
左
に
論
ず
る
よ
う
に
本
件
規
定
に
つ
い
て
は
合
憲
判
断
が

妥
当
で
あ
る
）。

こ
う
し
た
本
決
定
の
ご
と
き
合
憲
性
判
断
の
構
造
は
、
し
か
し
、

（
平
成
七
年
最
大
決
に
お
け
る
反
対
意
見
や
、
よ
り
明
確
に
は
尊

属
殺
重
罰
規
定
違
憲
判
決
が
採
る
よ
う
な
）
目
的

│
手
段
の
構

造
把
握
に
よ
っ
て
合
憲
性
判
断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
と
は
言
え
な
か
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
決
定
に
つ
い
て
、

「
…
…
そ
の
〔
＝
本
件
規
定
の
〕
今
日
に
お
け
る
合
理
性
を
否
定

し
た
の
で
あ
り
、
平
成
七
年
決
定
反
対
意
見
の
視
点
を
基
本
的
に

法
律
婚
の
尊
重
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
法
律
婚
の
尊
重
と
い
う
立
法

目
的
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、

│
評
釈
三
に
お
い
て

述
べ
る
よ
う
に

│
法
律
婚
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
自
体
の
正
当

性
な
い
し
憲
法
適
合
性
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し

か
し
、
本
決
定
は
、「〔
我
が
国
は
〕
い
わ
ゆ
る
事
実
婚
主
義
を
排

し
て
法
律
婚
主
義
を
採
用
し
〔
て
い
る
〕」
と
述
べ
た
上
で
、「
民

法
が
法
律
婚
主
義
を
採
用
し
て
い
る
以
上
、
法
定
相
続
分
は
婚
姻

関
係
に
あ
る
配
偶
者
と
そ
の
子
を
優
遇
し
て
こ
れ
を
定
め
る
が
、

他
方
、
非
嫡
出
子
に
も
一
定
の
法
定
相
続
分
を
認
め
て
そ
の
保
護

を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
（
12
）
」
と
の
平
成
七
年
最
大
決
の
説
示
を
引
用

す
る
に
留
め
、
そ
れ
に
対
す
る
独
自
の
評
価
を
与
え
て
は
い
な
い

（
尤
も
、
法
律
婚
主
義
そ
れ
自
体
の
正
当
性
な
い
し
憲
法
適
合
性

に
つ
い
て
精
緻
な
検
討
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
平
成
七
年
最

大
決
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。）。
こ
の
上
で
、
本
決
定
は
、
決

定
要
旨（
3
）の
ご
と
く
説
き
、
同（
4
）に
略
述
し
た
検
討
に
入
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
件
規
定
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
、
家
族
観

の
変
化
、
諸
外
国
立
法
の
趨
勢
、
我
が
国
が
批
准
し
た
条
約
等
の

社
会
事
情
等
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
主
要
な
論
拠
と
し
て
本
件
規
定
が
「
合
理
的
な
根
拠
」
を

失
っ
た
と
最
終
的
に
結
論
付
け
て
い
る
。

二
三
九
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（
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四
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国
の
伝
統
、
社
会
事
情
、
国
民
感
情
な
ど
」（
本
決
定
）（
決
定
要

旨（
7
））、
そ
し
て
、「
そ
の
国
に
お
け
る
婚
姻
な
い
し
親
子
関
係

に
対
す
る
規
律
、
国
民
の
意
識
等
」（
平
成
七
年
最
大
決
）（
以
下
、

社
会
事
情
等
と
い
う
）
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
決
定
は
、
か
よ
う
な
社
会
事
情
等
は
、「
時
代
と

共
に
変
遷
す
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
定
め
〔
＝
本
件
規

定
〕
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
尊
厳
と
法
の
下
の
平
等
を

定
め
る
憲
法
に
照
ら
し
て
不
断
に
検
討
さ
れ
、
吟
味
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
決
定
要
旨（
3
））
と
し
、
昭
和
二
二
年
民
法
改

正
の
際
に
本
件
規
定
は
現
行
民
法
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
挙
げ

た
上
で
、
同
民
法
改
正
以
後
に
お
け
る
上
記
の
社
会
事
情
等
の
変

遷
を
決
定
要
旨（
4
）の
ご
と
く
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
事
情
等
の
変
遷
は
、「
家
族
と
い
う
共
同

体
の
中
に
お
け
る
個
人
の
尊
重
が
よ
り
明
確
に
意
識
さ
れ
て
き
た

こ
と
」（
決
定
要
旨（
8
））
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
、
こ
の

こ
と
を
、
憲
法
適
合
性
判
断
を
導
く
一
根
拠
と
し
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

本
決
定
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
決
定
要
旨（
4
）の
よ
う

な
社
会
事
情
等
の
変
遷
に
も
関
わ
ら
ず
、
我
が
国
に
お
い
て
本
件

採
用
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
（
13
）
」
と
の
見
解
が
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
が
本
決
定
に
お
い
て
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
が
採
用
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
俄
か
に
は
賛
同

し
か
ね
る
。
と
言
う
の
も
、
こ
と
本
決
定
で
採
ら
れ
た
合
憲
性
審

査
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

│
結
論
こ
そ
異
な
る
が

│
寧
ろ
平

成
七
年
最
大
決
に
お
け
る
多
数
意
見
に
対
す
る
前
出
の
別
種
の
理

解
に
近
似
し
た
見
方
も
成
立
し
得
る
か
ら
で
あ
る
（
14
）
。

尤
も
、
評
釈
二
に
お
い
て
見
る
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
社
会
事

情
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
立
法
目
的

達
成
手
段
が
効
果
的
な
も
の
と
な
り
得
る
か

│
即
ち
、
立
法
目

的
と
の
間
の
合
理
的
関
連
性

│
の
み
に
接
続
し
得
る
も
の
で

あ
っ
て
、
立
法
目
的
の
正
当
性
な
い
し
重
要
性
を
基
礎
付
け
る
内

容
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
（
15
）
。
し
か
も
、
立
法
目
的
の
正
当
性

な
い
し
重
要
性
は
、
評
釈
三
に
お
い
て
見
る
よ
う
に
、
主
と
し
て

法
律
婚
制
度
そ
れ
自
体
の
正
当
性
な
い
し
憲
法
適
合
性
に
依
拠
す

べ
き
も
の
と
な
ろ
う
。

二　

立
法
事
実
と
し
て
の
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
社
会
事
情
等

平
成
七
年
最
大
決
も
本
決
定
も
一
様
に
、
立
法
府
が
そ
の
裁
量

に
お
い
て
相
続
制
度
を
策
定
す
る
に
際
し
て
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の

二
四
〇
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他
方
で
ま
た
、
諸
外
国
の
例
と
は
異
な
っ
た
我
が
国
の
「
社
会
事

情
」
と
言
え
る
非
嫡
出
子
出
生
数
の
相
対
的
少
な
さ
や
、
我
が
国

の
「
国
民
感
情
」
と
言
え
る
法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識
の
幅
広
い

浸
透
に
つ
い
て
は
、「
法
的
問
題
の
結
論
」
に
は
結
び
付
け
ら
れ

て
は
い
な
い
。
本
決
定
の
憲
法
適
合
性
判
断
の
一
根
拠
と
な
っ
た

社
会
事
情
等
と
、
本
決
定
の
い
う
「
法
的
問
題
の
結
論
に
直
ち
に

結
び
付
く
も
の
と
は
い
え
な
い
」
社
会
事
情
等
と
の
間
隙
に
、
い

か
な
る
性
質
の
差
異
が
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
決
定
中

に
お
い
て
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三 　

法
律
婚
尊
重
の
意
義
と
そ
の
間
接
的
担
保
と
し
て
の
法
定

相
続
分
規
定

│
立
法
目
的
の
正
当
性
及
び
そ
れ
に
対
す
る
立
法
目
的

達
成
手
段
の
合
理
的
関
連
性
の
検
討
を
併
せ
て

（
1
）　

本
件
規
定
の
立
法
目
的
（
な
い
し
立
法
理
由
）
は
法
律
婚

尊
重
と
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
法
律
婚
尊
重
の
手
段
を
考

え
る
場
合
に
、
一
つ
に
は
、
法
律
婚
を
構
成
す
る
当
事
者
や

そ
れ
に
基
づ
く
婚
姻
共
同
体
に
対
し
て

│
事
実
婚
等
の
非

法
律
婚
の
場
合
に
比
し
て

│
一
定
の
法
的
保
護
を
与
え
る

こ
と
と
、
今
一
つ
に
、
民
法
が
「
い
わ
ゆ
る
事
実
婚
主
義
を

規
定
の
存
続
し
て
き
た
背
景
を
語
る
中
で
、「
我
が
国
に
お
い
て

は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
出
生
数
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と

は
い
え
、
平
成
23
年
で
も
2
万
3
0
0
0
人
余
、
上
記
割
合
と
し

て
は
約
2
・
2
％
に
す
ぎ
な
い
し
、
…
…
家
族
等
に
関
す
る
国
民

の
意
識
の
多
様
化
が
い
わ
れ
つ
つ
も
、
法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識

は
幅
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
」（
決
定
要
旨（
5
））

に
つ
い
て
も
ま
た
認
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
本
決
定
の
憲
法
適
合
性
判
断
を
導
く
一
根
拠
が
こ
う
し
た
考

慮
す
べ
き
社
会
事
情
等
の
変
遷
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、「
種
々
の
要
素
を
総
合
考
慮
」
す
る
と
し
つ
つ
も
、

「
…
…
個
人
の
尊
厳
と
法
の
下
の
平
等
を
定
め
る
憲
法
に
照
ら
し

て
、
嫡
出
で
な
い
子
の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
否
か

と
い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
法
的
問
題
で
あ
り
、
法
律
婚

を
尊
重
す
る
意
識
が
幅
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
嫡

出
で
な
い
子
の
出
生
数
の
多
寡
、
諸
外
国
と
比
較
し
た
出
生
割
合

の
大
小
は
、
上
記
法
的
問
題
の
結
論
に
直
ち
に
結
び
付
く
も
の
と

は
い
え
な
い
」（
決
定
要
旨（
5
））
と
の
判
断
を
下
し
た
。

相
続
制
度
の
策
定
に
お
い
て
は
、
社
会
事
情
等
が
総
合
的
に
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
既
に
見
た
よ
う
な
か
た
ち

で
本
決
定
の
憲
法
適
合
性
判
断
を
導
く
一
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

二
四
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
四
二
）

言
え
る
。

だ
と
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
民
法
が
法
律
婚
主
義
を

採
っ
て
い
る
こ
と
の
正
当
性
な
い
し
重
要
性
が
本
件
規
定
の

立
法
目
的
の
そ
れ
を
直
接
根
拠
付
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
決
定
及
び
平
成
七
年
最
大
決
は
殆
ど

立
入
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
合
憲
性
を
前
提
に
論
を
進
め
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
左
に
ご
く
簡
潔
に
私
見
を
付

し
て
お
く
。

（
2
）　

法
律
婚
に
よ
る
婚
姻
関
係
が
普
及
す
る
な
ら
ば
、
法
律
婚

に
よ
ら
な
い
異
性
関
係
数
は
、
相
対
的
に
少
な
く
な
ろ
う
。

他
方
で
、
立
法
が
法
律
婚
を
尊
重
す
る
立
場
を
放
棄
し
、
法

律
婚
を
結
ぶ
こ
と
の
動
機
付
け
が
法
制
度
上
に
お
い
て
、
用

意
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
相
対
的
に
少
な

く
な
れ
ば
、
非
法
律
婚
に
し
て
、
か
つ
、
非
内
縁
の
関
係
（
18
）
は

相
対
的
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
（
19
）
。
こ
の
こ
と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
、「
…
…
1
9
6
0
年
代
以
降
、

婚
姻
や
離
婚
に
対
す
る
種
々
の
法
的
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
婚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

姻
外
で
の
同
棲
、
事
実
婚
が
増
加
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
結
果
、
婚
姻
外

で
う
ま
れ
る
非
嫡
出
子
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
（
20
）
」（
圏
点

│
評
者
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ

排
し
て
法
律
婚
主
義
を
採
用
し
」（
本
決
定
及
び
平
成
七
年

最
大
決
）
て
い
る
以
上
、
法
律
婚
が
形
骸
化
せ
し
め
ぬ
と
い

う
意
味
に
お
い
て
法
律
婚
と
い
う
法
制
度
を
保
護
す
る
こ
と

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
の
趣
旨
が
何
故
に
導
出

さ
れ
る
の
か
と
言
え
ば
、
法
律
婚
が
正
に
一
つ
の
法
制
度
で

あ
れ
ば
、
法
は
そ
れ
に
対
す
る
服
従
を
欠
い
て
は
（
16
）
最
早
（
少

な
く
と
も
実
効
的
な
）
法
で
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
他

な
ら
ず
、
法
が
制
度
を
定
立
す
る
と
い
う
こ
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

│
即
ち
、

0

0

0

民
法
が
法
律
婚
主
義
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

│
論
理

必
然
的
に
そ
う
し
た
側
面
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
本
件
規
定
に
関
す
る
政
府
委
員
の
国
会
に

お
け
る
説
明
に
お
い
て
、「
正
当
な
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子

供
と
そ
う
で
な
い
子
供
と
の
間
に
お
い
て
区
別
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
は
正
当
な
婚
姻
を
奨
励
0

0

尊
重
す
る
と
い
う

〔
こ
と
（
17
）
〕」（
圏
点

│
評
者
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

よ
く
看
取
で
き
る
。
要
す
る
に
、
法
律
婚
と
い
う
制
度
は
利

用
さ
れ
て
初
め
て
そ
の
法
定
さ
れ
て
い
る
実
質
的
意
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
示

す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
に
見
た
法
律
婚
尊
重
の
意
義
の
う

ち
、
後
者
の
法
律
婚
と
い
う
法
制
度
保
護
と
は
、
法
律
婚
に

よ
る
婚
姻
関
係
を
普
及
せ
し
め
る
こ
と
を
包
含
し
て
い
る
と

二
四
二



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
四
三
）

国
民
の
異
性
関
係
形
成
に
つ
い
て
の
道
徳
観
・
倫
理
観
の
敗

退
を
招
来
さ
せ
る
も
の
と
な
り
得
よ
う
（
22
）
。

（
3
）　

し
か
も
ま
た
、
私
法
的
規
律
の
み
に
よ
っ
て
、
国
民
の
異

性
関
係
形
成
に
つ
い
て
の
道
徳
観
・
倫
理
観
が
保
持
せ
し
め

よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

│
評
釈
二
に
お
い
て
既
に
み

た
よ
う
に

│
我
が
国
の
よ
う
に
法
律
婚
を
尊
重
す
る
国
民

感
情
が
根
強
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
の
み
、
実
効
性
を
発
揮
す

る
。尤

も
、
法
律
婚
を
構
成
し
て
い
る
当
事
者
で
あ
っ
て
も
、

不
貞
行
為
に
及
ぶ
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
規

定
の
存
在
を
以
っ
て
、
国
民
の
異
性
関
係
に
つ
い
て
の
道
徳

観
・
倫
理
観
を
完
全
に
確
保
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
法
律
婚
を
構
成
し
て
い
る
当
事
者
で
あ
っ
て
も

│
即
ち
配
偶
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
と
い
う
私
法
的
制

裁
が
用
意
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

│
、
そ
の
よ
う
な

抽
象
的
可
能
性
が
想
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、

非
法
律
婚
に
し
て
、
か
つ
、
非
内
縁
関
係
を
構
成
す
る
当
事

者
に
と
っ
て
は
、
か
か
る
可
能
性
は
一
層
に
高
ま
る
も
の
と

言
え
る
。

他
方
で
、
不
貞
行
為
に
つ
き

│
戦
前
の
姦
通
罪
や
こ
の

て
、
非
法
律
婚
に
し
て
、
か
つ
、
非
内
縁
関
係
数
の
増
加
が

何
ら
か
の
社
会
的
害
悪
を
齎
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
、

本
件
規
定
の
立
法
目
的
の
正
当
性
な
い
し
重
要
性
を
根
拠
付

け
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
き
検
討
す
る
に
、
例
え
ば
、
既
に
法
律
婚
を

結
ん
で
い
る
者
は
、
我
が
国
の
法
制
下
に
お
い
て
は
重
ね
て

法
律
婚
を
結
ぶ
こ
と
は
も
と
よ
り
（
民
法
七
三
二
条
、
刑
法

一
八
四
条
）、
貞
操
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
が
故
に
配
偶
者
以

外
の
者
と
異
性
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
（
民

法
七
七
〇
条
一
項
一
号
）。
だ
が
、
法
律
婚
に
至
ら
な
い
異

性
関
係
に
つ
い
て
は
、
内
縁
準
婚
理
論
の
下
に
内
縁
関
係
の

要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
法
的
規
律
は
存

在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
非
法
律
婚
に
し
て
、
か
つ
、
非
内

縁
の
異
性
関
係
に
つ
い
て
は
、
法
的
規
律
が
及
ぶ
こ
と
は
な

い
か
ら
、
か
か
る
異
性
関
係
を
構
成
す
る
当
事
者
に
あ
っ
て

は
、
法
律
婚
に
よ
る
婚
姻
関
係
を
構
成
す
る
当
事
者
に
比
し

て
、
複
数
の
異
性
関
係
を
形
成
す
る
可
能
性
が
増
幅
す
る
と

言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
婚
（
一
夫
一
妻
制
）
を
社
会
通

念
と
す
る
（
21
）

│
あ
る
い
は
現
在
の
法
律
婚
制
度
そ
の
も
の
が

単
婚
を
前
提
と
し
て
い
る

│
現
代
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、

二
四
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
四
四
）

が
妥
当
す
る
事
例
は
非
嫡
出
子
相
続
問
題
一
般
で
は
な
い

│
即
ち
、
平
成
七
年
最
大
決
に
お
け
る
事
例
に
は
妥
当
し

な
い

│
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
本
件
の
ご
と
き
事
例
に

お
い
て
は
、
一
定
の
説
得
力
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ

の
こ
と
は
、
我
が
国
の
家
族
法
制
の
運
用
に
お
い
て
現
在
も

な
お
「
家
産
」
概
念
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
し

よ
う
。
確
か
に
、
民
法
七
六
二
条
に
お
い
て
夫
婦
別
産
制
が

採
用
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
他
方
で
財
産
の
名
義
を
問
わ

ず
、
財
産
分
与
等
に
お
い
て
、
民
法
七
六
八
条
三
項
の
規
定

の
下
に
、
い
わ
ゆ
る
「
内
助
の
功
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
6
）　

要
す
る
に
本
件
規
定
は
、
国
民
が
広
く
法
律
婚
を
利
用
す

る
為
の
動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
、
婚
姻
共
同
体
に

よ
っ
て
財
産
形
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
十
分

に
根
拠
の
あ
る
財
産
配
分
の
方
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的

の
正
当
性
及
び
そ
れ
に
対
す
る
手
段
の
合
理
的
関
連
性
は
肯

認
せ
ら
れ
よ
う
。

行
為
主
体
を
男
性
に
ま
で
拡
張
し
た
よ
う
な
罪
の
規
定
の
ご

と
く
し
て

│
刑
事
罰
を
以
っ
て
し
て
処
罰
す
る
こ
と
も
ま

た
、
国
家
権
力
に
よ
る
私
生
活
へ
の
過
度
な
介
入
と
の
誹
り

を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、
私
法
的
制
裁
を

以
っ
て
法
律
婚
に
よ
る
夫
婦
共
同
体
を
保
護
し
て
い
る
こ
と

は
、
一
面
で
国
民
生
活
へ
の
国
家
権
力
の
過
度
な
介
入
を
自

制
し
つ
つ
、
国
民
の
異
性
交
際
上
の
道
徳
観
・
倫
理
観
の
維

持
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）　

更
に
、
か
か
る
社
会
的
利
益
の
保
護
に
加
え
て
、
こ
の
よ

う
な
非
法
律
婚
に
し
て
、
か
つ
、
非
内
縁
の
異
性
関
係
を
構

成
す
る
当
事
者
が
、
複
数
の
異
性
関
係
を
形
成
し
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
、
そ
の
何
れ
か
の
異
性
関
係
に
お
い
て
子
が
あ

る
場
合
に
は
、
か
か
る
子
の
家
族
共
同
体
へ
の
帰
属
意
識
の

不
安
定
化
、
そ
れ
に
伴
う
精
神
衛
生
上
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る

影
響
も
ま
た
懸
念
さ
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

（
5
）　

こ
の
他
、「
婚
姻
共
同
体
に
よ
っ
て
財
産
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
は
苦
労
も
あ
っ
た
の
に
、
そ
こ
に
属
さ

な
い
、
後
か
ら
出
て
き
た
非
嫡
出
子
に
、
そ
の
構
成
員
で
あ

る
嫡
出
子
と
同
額
の
財
産
を
持
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
に
果
た

し
て
合
理
性
は
あ
る
と
言
え
る
の
か
（
23
）
」
と
の
批
判
は
、
そ
れ

二
四
四



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
四
五
）

権
と
し
て
憲
法
二
九
条
の
下
に
憲
法
的
保
護
を
受
け
る
。

と
こ
ろ
が
、
①
相
続
制
度
そ
れ
自
体
な
い
し
相
続
権
は
、
そ
の

よ
う
な
機
会
の
平
等
の
阻
害
要
因
に
な
り
得
る
。
と
言
う
の
も
、

相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
得
た
と
こ
ろ
の
財
産
と
は
、
相
続
人
個
人

の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
故
に
、
あ

る
個
人
が
相
続
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う

な
財
産
取
得
の
具
体
的
可
能
性
の
な
い
個
人
と
の
関
係
に
お
い
て

平
等
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
故
に
、

こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
脚
す
れ
ば
、
②
相
続
権
が
法
律
上
の
権
利

で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
も
の
の
、
し
か
し
そ
れ
は
自
然
権
的

淵
源
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
（
24
）
。
し
か
も
ま
た
、

│
本

決
定
も
援
用
す
る
、
憲
法
一
三
条
（
個
人
の
尊
重
）
な
い
し
憲
法

二
四
条
二
項
（
個
人
の
尊
厳
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

│
個
人
主

義
を
標
榜
す
る
現
行
憲
法
の
理
念
の
下
に
お
い
て
は
、
相
続
権
が

単
に
財
産
に
対
す
る
権
利
だ
か
ら
と
言
っ
て
憲
法
上
の
財
産
権
と

し
て
憲
法
的
保
護
を
受
け
得
る
憲
法
上
の
権
利
で
も
な
か
ろ
う
。

確
か
に
、
憲
法
二
四
条
二
項
は
、
明
示
的
に
相
続
に
つ
い
て
列

挙
し
た
上
で
、
こ
れ
が
「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に

立
脚
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
相
続
権
の
憲
法
上
の
権
利
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
か

四　

憲
法
上
の
理
念
と
民
法
上
の
制
度

四－
一 　

法
の
下
の
平
等
と
相
続
制
度

│
変
容
を
受
け
る
個

人
尊
重
（
尊
厳
）
の
原
理

本
決
定
に
お
い
て
は
、
本
件
規
定
の
合
理
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、

右
に
み
た
よ
う
な
社
会
事
情
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

「
…
…
個
人
の
尊
厳
と
法
の
下
の
平
等
を
定
め
る
憲
法
に
照
ら
し
」

て
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
頻
り
に
強
調
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
社
会
事
情
等
の
変
遷
に
よ
っ
て
、「
家
族
と
い
う

共
同
体
の
中
に
お
け
る
個
人
の
尊
重
が
よ
り
明
確
に
認
識
さ
れ
て

き
た
」
と
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
既
に
本
件
規
定

の
合
理
性
は
失
わ
れ
て
い
る
と
の
判
断
を
し
て
い
る
。
だ
が
、
本

決
定
に
お
い
て
は
、
法
の
下
の
平
等
と
相
続
制
度
中
の
本
件
規
定

と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
の
あ
る
も
の
の
、
法
の
下
の
平
等
と
相

続
制
度
そ
れ
自
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
何
ら
言
及
は
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
憲
法
一
四
条
に
お
け
る
法
の
下
の
平
等
を
、
機
会
の

平
等
と
解
す
る
な
ら
ば
、
①
経
済
活
動
の
自
由
も
ま
た
、
か
か
る

自
由
の
等
し
い
機
会
の
保
障
を
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
②
そ
の
よ
う
な
個
人
の
経
済
的
活
動
の
所
産
に
対
す
る
権
利

は
、
本
来
的
に
は
、
か
か
る
個
人
の
み
に
帰
属
し
、
こ
れ
は
財
産

二
四
五
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続
権

0

0

の
（
合
理
的
理
由
の
な
い
）
不
平
等
取
扱
は
、
憲
法
一
四
条

及
び
二
四
条
二
項
の
法
意
に
反
す
る
虞
を
な
し
と
し
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、「
個
人
の
尊
重
」
あ
る
い
は
「
個
人
の
尊
厳
」
と
い

う
理
念
が
立
脚
す
る
と
こ
ろ
の
個
人
主
義
自
体
が
、
そ
も
そ
も
相

続
と
い
う
制
度
を
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
本
節
に
お
い

て
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
憲
法
二
四
条

二
項
に
お
い
て
相
続
に
つ
い
て
言
及
の
あ
る
こ
と
は
、

│
そ
れ

自
体
が
憲
法
適
合
的
な
制
度
と
し
て

│
個
人
主
義
的
理
念
に
一

定
の
変
容
を
憲
法
自
身
が
予
め
要
請
し
て
い
る
も
の
と
し
て
解
釈

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
る
と
反
対
に
、

│
同
じ
く
そ
れ

自
体
が
憲
法
適
合
的
な
制
度
と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て

は
評
釈
三
参
照
）

│
法
律
婚
主
義
も
ま
た
、
現
行
憲
法
が
標
榜

す
る
個
人
主
義
に
変
容
を
齎
し
て
い
る
と
の
読
み
方
が
可
能
と
な

る
。
そ
れ
は
即
ち
、
法
律
婚
制
度
を
形
骸
化
せ
し
め
な
い
為
の

│
少
な
く
と
も

│
比
較
的
緩
や
か
な
手
段
と
の
関
係
に
お
い

て
、
憲
法
二
四
条
二
項
に
お
け
る
「
個
人
の
尊
厳
」
が
変
容
を
受

け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

本
件
規
定
の
合
憲
性
を
懐
疑
的
に
考
察
し
、
あ
る
い
は
、
合
憲

性
審
査
基
準
に
つ
い
て
緩
や
か
な
審
査
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
論

│
本
決
定
及
び
平
成
七
年
最
大
決
に
お
け
る
反
対
意
見
を
含
め

の
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
が
、
か
か
る
条
文
か
ら
看
取
し
得
る
こ

と
は
、
第
一
に
、
憲
法
が
相
続
制
度
そ
れ
自
体
を
必
要
的
な
る
も

0

0

0

0

0

0

の
と
し
て

0

0

0

0

そ
の
設
計
を
法
律
に
委
任
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く

0

0

て
、

相
続
制
度
を
定
立
す
る
場
合
の
要
件
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
二
に
、
同
条
項
は
、
憲
法
上
の
「
財
産
権
」
と
共
に

「
相
続
」
を
列
挙
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
憲

法
上
の
財
産
権
に
「
相
続
」
制
度
に
基
づ
く
相
続
権
が
含
ま
れ
な

い
も
の
と
言
い
得
る
（
25
）
。
だ
と
す
る
と
、
相
続
制
度
そ
れ
自
体
を
採

用
す
る
か
否
か
か
ら
し
て
既
に
立
法
政
策
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
26
）
。
尤
も
、

│
憲
法
適
合
性
の
次
元
で
は
な

く
政
策
当
否
の
次
元
か
ら
は

│
死
亡
者
の
財
産
が
無
主
物
と
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
財
産
管
理
上
問
題
を
来
た
す
虞
が
多

分
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
政
策
的
に
は
妥
当
で
は
な
い
し
、
ま
た
、

相
続
制
度
を
認
め
ず
に
死
亡
者
の
財
産
を
国
庫
に
帰
属
せ
し
め
る

こ
と
も
ま
た
、
我
が
「
国
の
伝
統
、
社
会
事
情
、
国
民
感
情
な
ど

も
考
慮
」（
決
定
要
旨（
2
））
し
た
も
の
と
は
到
底
言
え
ま
い
。

だ
が
、
相
続
制
度
そ
れ
自
体
の
定
立
が
単
な
る
立
法
政
策
の
問

題
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
、
相
続
権
そ
れ
自
体
が
憲

法
的
保
護
を
受
け
得
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
右
第
一
を
前
提

と
す
れ
ば
相
続
制
度
を
設
け
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
法
律
上
の
相

0

0

0

0

0

二
四
六
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き
ら
い
が
拭
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

四－

二 　

遺
言
に
よ
る
相
続
と
法
定
相
続
分
に
よ
る
相
続

│

本
件
規
定
の
補
充
性
に
つ
い
て

法
定
相
続
分
規
定
の
補
充
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
最
高
決

も
本
決
定
も
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
決
定
要
旨（
7
）

に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
法
的
評
価
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
（
29
）
。

我
が
国
の
民
法
の
定
め
る
相
続
制
度
は
、
法
定
相
続
分
規
定
が

有
効
な
遺
言
が
存
在
し
な
い
場
合
に
初
め
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う

補
充
性
の
側
面
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ど
の
程
度
の
遺
産

を
・
誰
を
相
続
人
と
し
て
相
続
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、

│
遺

留
分
を
度
外
視
す
れ
ば

│
被
相
続
人
の
判
断
に
拠
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
（
30
）
。
本
決
定
は
、
本
件
規
定
の
補
充
性
を
以
っ
て
嫡

出
子
・
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
平
等
と
す
る
こ
と
は
何
ら
不

合
理
で
は
な
い
と
論
ず
る
。
け
れ
ど
も
、
本
件
規
定
の
補
充
性
か

ら
導
か
れ
る
、
か
よ
う
な
遺
産
相
続
に
お
け
る
原
則
が
、
本
件
規

定
の
意
義
の
一
つ
を
物
語
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
規
定
が
問
題
と
な
る
場

合
に
は
、
非
嫡
出
子
同
士
に
は
法
定
相
続
分
の
差
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
法
定
相
続
人
が
非
嫡
出
子
の
み
で
あ
る
場
合
で
は
な
く

て

│
は
、
し
ば
し
ば
、
非
嫡
出
子
と
い
う
地
位
は
非
嫡
出
子
自

身
の
意
思
に
よ
っ
て
は
不
可
変
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

根
拠
の
一
つ
に
数
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
（
27
）
。
し
か
し
な
が

ら
、
第
一
義
的
な
遺
産
分
割
の
方
法
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
遺
言
に

よ
る
相
続
の
場
合
は
、
相
続
人
ら
に
と
っ
て
、
い
か
に
不
合
理
な

遺
産
分
割
を
示
す
遺
言
で
あ
っ
て
も
、
嫡
出
子
で
さ
え

│
遺
留

分
の
点
を
差
し
置
け
ば

│
、
遺
言
に
よ
る
相
続
に
つ
き
何
ら
の

法
的
規
律
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
合
憲
性
が
前
提
と
さ
れ

る
な
ら
ば
、
そ
の
憲
法
適
合
性
は
論
じ
得
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

正
に
、「「
自
己
の
か
け
が
え
の
な
さ
」
を
認
識
す
る
こ
と
を
困
難
（
28
）

に
さ
せ
」
ら
れ
て
い
る
非
嫡
出
子
で
あ
れ
、「
か
け
が
え
の
な
い
」

嫡
出
子
で
さ
え
、
有
効
な
遺
言
の
前
に
は
、
平
等
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
ま
た
、
我
が
国
の
現
行
制
度
に
お
い
て
は
遺
産
分
割
の

方
法
は
第
一
義
的
に
は
被
相
続
人
の
遺
言
を
通
じ
た
自
由
な
意
思

に
拠
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
自
体
が
合

憲
の
評
価
を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
評
釈
四－

二
で
述
べ
る

意
味
に
お
い
て
、
こ
の
趣
旨
を
補
完
す
る
べ
き
本
件
規
定
に
つ
い

て
、
単
に
抽
象
的
な
次
元
で
憲
法
が
個
人
尊
重
（
尊
厳
）
の
原
理

を
定
め
て
い
る
か
ら
違
憲
と
す
る
の
は
、
理
由
と
し
て
不
十
分
な

二
四
七
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の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
本
件
規
定
は
、
遺
産
相
続
は
被
相
続

人
の
判
断
に
拠
る
こ
と
と
す
る
原
則
に
適
う
も
の
と
言
え
る
。
だ

と
す
る
と
、
本
件
規
定
の
憲
法
一
四
条
に
対
す
る
違
憲
性
が
論
ぜ

ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
被
相
続
人
の
遺
言
に
お
け
る
遺
産
分

割
に
つ
き
、
何
ら
の
法
的
規
律
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
憲
法
適
合

性
か
ら
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
よ
う
な
論
理
を
前
提
と
す
れ
ば
、
他
方
で
、

遺
留
分
規
定
に
限
っ
て
は
、
こ
れ
は
遺
言
に
よ
っ
て
も
覆
し
得
な

い
強
行
規
定
で
あ
り
、
遺
言
に
よ
っ
て
非
嫡
出
子
の
遺
留
分
を
嫡

出
子
と
同
等
と
し
得
る
法
制
で
な
い
限
り
、
憲
法
適
合
性
の
問
題

を
生
ぜ
し
め
る
余
地
も
ま
た
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五　

違
憲
判
断
の
効
力

本
決
定
は
、
そ
の
効
力
の
範
囲
に
つ
き
、
決
定
要
旨（
9
）の
よ

う
に
判
示
し
て
い
る
。
尚
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
築
裁
判
官

及
び
千
葉
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
お
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
し
か

も
、
両
補
足
意
見
と
も
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
判
示
がobiter 

dictum
で
は
な
く
、ratio decidendi

で
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
強

調
し
て
い
る
。

て
（
31
）
、
非
嫡
出
子
と
と
も
に
嫡
出
子
が
法
定
相
続
人
に
含
ま
れ
て
い

る
場
合
と
な
ろ
う
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
あ
っ
て
は
、
被

相
続
人
に
お
い
て
複
数
の
異
性
関
係
が
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
中
か
ら
被
相
続
人
が
法
律
婚
を
な
す
と
こ
ろ
の
配
偶
者
を
選
択

す
る
に
際
し
て
は
、
通
常
は
、
最
も
厚
遇
を
以
っ
て
遇
す
べ
き
者

を
法
律
婚
の
相
手
方
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
32
）
。
だ
と
す
る
と
、
そ

の
よ
う
な
配
偶
者
と
の
間
に
出
生
し
た
嫡
出
子
に
つ
い
て
、
一
般

に
被
相
続
人
が
非
嫡
出
子
に
比
し
て
多
く
の
遺
産
を
相
続
せ
し
め

よ
う
と
考
え
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
定
で
き
る
（
33
）
。
こ
の
よ
う
な
一

般
的
想
定
の
下
に
本
件
規
定
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
、
我
が
国
の
法
制
度
は
前
述
の
よ
う
に
第
一
義
的
に
は
遺
産

相
続
に
つ
い
て
は
被
相
続
人
の
判
断
に
拠
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
本
件
規
定
が
遺
言
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
第

一
義
的
な
遺
産
分
割
方
法
と
全
く
無
関
係
に
存
在
す
る
も
の
と
み

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
故
に
本
件
規
定
は
、
被
相

続
人
の
有
効
な
遺
言
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、
そ
れ
を
残
し
た
場

合
に
な
し
た
で
あ
ろ
う
意
思
を

│
少
な
く
と
も
抽
象
的
次
元
で

│
推
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
（
34
）
（
法
規
定
に
よ
る
そ
の

よ
う
な
推
定
に
反
す
る
意
思
が
被
相
続
人
に
お
い
て
存
す
る
場
合

に
は
、
遺
言
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
す
こ
と
で
無
論
足
り
る
）、
こ

二
四
八
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え
が
礼
譲
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
政

治
道
徳
義
務
や
法
的
義
務
で
あ
る
と
説
く
な
ど
、
何
ら
か
の
論
議

を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
一
般
的
効
力
に
近

い
も
の
を
目
指
し
て
い
る
（
35
）
」。

と
こ
ろ
が
、
多
数
意
見
な
い
し
金
築
・
千
葉
裁
判
官
の
補
足
意

見
の
表
現
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
個
別
的
効
力
説
・
一
般

的
効
力
説
の
両
説
近
接
化
傾
向
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

違
憲
判
断
の
「
事
実
上
の
拘
束
性
」
を
認
め
る
に
し
て
も
、
本
決

定
に
お
け
る
遡
及
効
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
こ
れ
を
以
っ
て
説
明

し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
言
う
の
も
、
付
随
的
審
査
制
の
下

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
け
る

0

0

0

0

個
別
的
効
力
説
・
一
般
的
効
力
説
の
理
論
対
立
の
構
図

が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
具
体
的
事
件
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、ratio 
decidendi

と
し
て
示
さ
れ
た
違
憲
判
断
が
、
一
般
的
効
力
を
持

ち
得
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
決
定
の
遡
及
効
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
具
体
的
事
件
に
対
す
る

判
断
の
他
の
事
件
に
対
す
る
「
事
実
上
の
拘
束
性
」
に
つ
い
て
の

も
の
で
は
な
く
て
、

│
千
葉
裁
判
官
の
補
足
意
見
も
「
対
象
と

な
る
事
件
の
処
理
と
は
離
れ
て
、
他
の
同
種
事
件
の
今
後
の
処
理

の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
示
す
」
も
の
と
認

め
て
い
る
よ
う
に

│
具
体
的
事
件
と
は
離
れ
た
判
断
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
他
の

多
数
意
見
が
「
事
実
上
の
」
と
い
う
留
保
を
付
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
ま
た
、
金
築
・
千
葉
両
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
お
い
て

は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
決
定
も
ま
た
一
般
的
理
解

と
同
様
に
、
我
が
国
の
違
憲
審
査
制
の
下
に
お
け
る
違
憲
判
断
の

効
力
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
効
力
説
を
採
っ
て
い
る
も
の
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
決
定
が
、
本
決
定
そ

れ
自
体
の
先
例
と
し
て
の
事
実
上
の
拘
束
性
を
認
め
、「
本
件
規

定
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
裁
判
や
合
意
の
効
力
等
も
否
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
」
と
し
て
、
本
決
定
の
正
に
「
事
実
上
の
」
効
力
が

及
び
得
る
範
囲
を
画
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
千
葉
裁
判
官
の
補
足

意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、

│
注
意
深
く
も
「
事
実
上
の
」
と
い

う
あ
る
種
の
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も

│

「
異
例
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

確
か
に
個
別
的
効
力
説
に
立
つ
と
し
て
も
、
一
般
的
効
力
説
・

個
別
的
効
力
説
の
両
説
に
つ
い
て
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
接

近
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
違
憲
判
断
の
「
事

実
上
の
拘
束
性
」
は
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
す
な
わ
ち

従
来
の
通
説
と
み
ら
れ
る
個
別
的
効
力
説
を
と
る
論
者
の
多
く
は
、

当
該
法
律
規
定
に
つ
い
て
は
合
憲
性
推
定
原
則
が
排
除
さ
れ
る
と

し
た
り
、
国
会
で
の
改
廃
措
置
や
行
政
機
関
に
よ
る
執
行
の
差
控

二
四
九
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二
五
〇
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葉
）
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

│
事
実
上
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え

│
決
定
中
に
お
い
て
「
拘
束
性
」
を
示
す
が
ご
と
き
は
、

（
個
々
の
裁
判
官
の
）
司
法
権
の
独
立
に
対
す
る
尊
重
な
い
し
配

慮
を
欠
く
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
後
者
と
の
関
係

で
言
え
ば
、
遡
及
効
に
関
す
る
判
示
が
「
最
高
裁
判
所
の
違
憲
審

査
権
の
行
使
に
性
質
上
内
在
す
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
付
随
す
る

権
能
な
い
し
制
度
を
支
え
る
原
理
、
作
用
の
一
部
」（
千
葉
裁
判

官
・
補
足
意
見
）
か
否
か
は
差
し
置
く
と
し
て
も
、
従
来
こ
の
よ

う
な
措
置

│
即
ち
、
あ
る
法
令
を
違
憲
と
判
断
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ず
る
混
乱
や
法
適
用
の
不
平
等
に
つ
い
て
の
是
正

│

は
、
政
治
部
門
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
尊
属
殺

最
高
裁
違
憲
判
決
の
出
さ
れ
た
昭
和
四
八
年
の
段
階
で
、
既
に
尊

属
殺
人
罪
を
適
用
さ
れ
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
者
の
う
ち
、

「
酌
量
す
べ
き
情
状
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
刑
が
死
刑

及
び
無
期
懲
役
の
み
で
あ
る
た
め
重
い
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
」、
個
別
恩
赦
（
常
時
恩
赦
）
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
適
用
の
不
平
等
に
つ
い
て
の
是
正
を
図
ろ
う

と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
（
37
）
。

事
件
に
対
す
る
「
事
実
上
の
拘
束
性
」
に
つ
い
て
語
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

が
許
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
の
は
、
違
憲
判
断
の
効
力
と
い
う
問

題
構
制
の
下
に
お
け
る
も
の
で
は
な
く
て
、
付
随
的
審
査
制
の
下

に
お
い
て
可
能
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
最
高
裁
判
所
の
違
憲
判
断
の
「
事
実
上
の
拘
束
性
」
と

は
、
金
築
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
お
い
て
「
…
…
相
続
開
始
に
係

る
他
の
事
件
を
担
当
す
る
裁
判
所
は
、
同
判
断
に
従
っ
て
本
件
規

定
を
違
憲
と
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

あ
る
い
は
、
千
葉
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
お
い
て
「
本
件
遡
及
効

の
判
示
は
、
こ
の
作
用
（
立
法
に
よ
る
改
正
法
の
附
則
に
よ
る
手

当
）
と
酷
似
し
て
〔
い
る
〕」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
下
級
裁
判

所
に
対
す
る
影
響
と
し
て
の
司
法
部
門
に
対
す
る
「
事
実
上
の
拘

束
性
」
と
（
36
）
、
国
会
・
内
閣
に
対
す
る
影
響
と
し
て
の
政
治
部
門
に

対
す
る
「
事
実
上
の
拘
束
性
」
と
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
う
ち
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
遡
及
効
に
関
す
る
判
示
が

「
予
測
さ
れ
る
混
乱
を
回
避
す
る
方
途
を
示
す
〔
も
の
〕」（
金
築
）

で
あ
っ
た
に
せ
よ
、「〔
違
憲
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〕
法
的

安
定
性
を
大
き
く
阻
害
す
る
事
態
を
避
け
る
た
め
の
措
置
」（
千

二
五
〇
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て
も
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
希
薄
化
す
る
と
か
、
非
嫡
出
子

数
が
急
激
に
増
加
す
る
な
ど
の
社
会
事
情
が
認
め
ら
れ
る
に
至
る

将
来
に
お
い
て
は
、
右
に
お
い
て
論
拠
付
け
ら
れ
た
本
件
規
定
の

意
義
も
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
（
39
）
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

事
情
の
認
め
ら
れ
な
い
現
在
に
お
い
て
、
本
件
規
定
に
つ
き
違
憲

判
断
を
し
た
本
決
定
に
つ
い
て
は
、「
遅
き
に
失
し
た
感
（
40
）
」
を
憶

え
る
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
、
早
計
に
失
し
た
と
の
感
を
否
め
得
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
執
筆
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
本
決
定
を
受

け
て
、
昨
年
（
平
成
二
五
年
）
一
二
月
五
日
に
、
非
嫡
出
子
の
法

定
相
続
分
を
嫡
出
子
と
等
し
く
す
る
内
容
（
41
）
の
民
法
改
正
が
成
立

し
、
同
月
一
一
日
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
今
般
の
改
正
に
よ
っ
て
、

我
が
国
の
法
律
婚
主
義
・
一
夫
一
婦
制
に
基
づ
く
家
族
観
は
、
い

か
な
る
変
容
を
強
い
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
れ
は
単

な
る
杞
憂
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
の
動
向
を
今
後
と
も
注
視
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
） 
東
京
家
決
平
成
二
四
年
三
月
二
六
日
金
融
・
商
事
判
例

一
四
二
五
号
三
〇
頁
。

結
語
に
代
え
て

我
が
国
に
お
け
る
非
嫡
出
子
出
生
数
の
多
寡
、
法
律
婚
を
尊
重

す
る
国
民
感
情
な
ど
の
よ
う
な
立
法
事
実
に
大
き
な
変
化
が
見
ら

れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
（
評
釈
二
）、
こ
の
よ
う
な
憲
法
判
断
に

至
っ
た
こ
と
は
、
本
件
規
定
の
実
体
的
評
価
と
は
別
に
、
司
法
作

用
の
有
り
方
と
し
て
の
問
題
を
惹
起
せ
し
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
に
平
成
七
年
最
大
決
に
際
し
本
件
規
定
が
改
め
ら
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
立
場
の
論
者
の
中
に
も
、「
…
…
い
っ
た
ん
形

成
さ
れ
た
判
例
を
社
会
事
情
の
変
化
も
な
い
の
に
、
安
易
に
変
更

す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
（
38
）
」
と
評
す
る
者
も
い
る
。

尤
も
、
憲
法
適
合
性
は
単
な
る
社
会
事
情
等
の
変
遷
に
よ
っ
て

決
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
規
定
の
立

法
目
的
及
び
そ
の
達
成
手
段
を
考
慮
す
る
と
き
、
法
律
婚
主
義
を

採
用
す
る
以
上
、
そ
れ
が
一
定
の
合
理
性
を
有
す
る
こ
と
は
既
に

見
た
通
り
で
あ
る
（
評
釈
三
）。
更
に
、
相
続
制
度
あ
る
い
は
法

律
婚
主
義
と
い
う
民
法
の
採
る
シ
ス
テ
ム
と
、
憲
法
上
の
個
人
尊

重
（
尊
厳
）
と
い
う
理
念
と
が
い
か
に
し
て
有
機
的
に
把
握
で
き

る
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
こ
と
で
、
本
件
規
定
の
憲
法
適
合
性

も
根
拠
付
け
ら
れ
た
（
評
釈
四
）。

け
れ
ど
も
、
法
律
婚
を
尊
重
す
る
国
民
感
情
が
諸
外
国
と
比
し

二
五
一



日
本
法
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第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
五
二
）

一
一
八
頁
以
下
、
石
川
健
治
「
判
批
」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
四
巻

一
二
号
（
一
九
九
七
年
一
一
月
）
一
五
三
三
頁
以
下
、
久
保
田
浩

史
「
判
批
」
み
ん
け
ん
四
六
二
号
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
五
二

頁
、
米
倉
明
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
九
〇
号
（
一
九
九
五
年

一
〇
月
）
四
頁
以
下
、
小
林
武
「
判
批
」（
一
九
九
六
年
六
月
）
南

山
法
学
二
〇
巻
一
号
一
四
一
頁
以
下
、
川
井
健
「
判
批
」
私
法
リ

マ
ー
ク
ス
一
三
号 

1
9
9
6
〈
下
〉
平
成
7
年
度
判
例
評
論

（
一
九
九
六
年
二
月
）、
右
近
健
男
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
〇
九
一
号
臨
時
増
刊
平
成
7
年
度
重
要
判
例
解
説
（
一
九
九
六

年
六
月
）
七
三
頁
以
下
、
菱
沼
誠
一
「
判
批
」
立
法
と
調
査

三
一
二
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
）
二
六
頁
以
下
、
呉
煜
宗
「
判
批
」

法
学
（
東
北
大
学
）
六
一
巻
二
号
（
一
九
九
七
年
六
月
）
四
〇
二

頁
以
下
、
中
川
淳
「
判
批
」
戸
籍
時
報
六
四
一
号
（
二
〇
〇
九
年

五
月
）
八
三
頁
以
下
、
青
柳
幸
一
「
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
八
六
号
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
（
第
五
版
）（
二
〇
〇
七
年
二
月
）

六
四
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
6
） 

例
え
ば
、
内
野
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
五
三
頁
、
建
石
・

前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
七
一
頁
、
熊
田
・
前
掲（
註（
5
））「
判

批
」
六
四
頁
、
村
重
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
七
五
頁
、
糠

塚
・
前
掲（
註（
5
）「
判
批
」
七
頁
、
野
山
・
前
掲（
註（
5
））「
判

批
」
四
四
二
頁
、
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
法
律
時
報
六
八
巻
一

号
八
九
頁
。

（
7
） 
但
し
、
小
林
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
五
一
│
一
五
二

頁
は
、「
…
…
私
見
は
、
婚
外
子
が
ま
さ
し
く
出
生
に
よ
っ
て
決
定

（
2
） 

最
大
決
平
成
七
年
七
月
五
日
民
集
四
九
巻
七
号
一
七
八
九

頁
・
判
時
一
五
四
〇
号
三
頁
・
判
タ
八
八
五
号
八
三
頁
。
以
下
、

本
評
釈
に
お
い
て
「
平
成
七
年
最
大
決
」
と
い
う
。

（
3
） 
東
京
高
決
平
成
二
四
年
六
月
二
二
日
金
融
・
商
事
判
例

一
四
二
五
号
二
九
頁
。

（
4
） 

最
大
決
平
成
二
五
年
九
月
四
日
金
融
法
務
事
情
一
九
七
八
号

三
七
頁
。
尚
、
本
決
定
に
関
し
て
は
、
八
木
秀
次
「
婚
外
子
「
不

当
相
続
」
か
ら
家
族
を
守
る

│
民
法
改
正
の
秘
策
」
正
論

二
〇
一
三
年
一
一
月
号
一
三
八
頁
以
下
、
高
井
裕
之
「
判
批
」
別

冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
一
七
号 
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
（
第
六
版
）

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
六
二
頁
以
下
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。

（
5
） 

平
成
七
年
最
大
決
に
関
す
る
判
例
評
釈
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

内
野
正
幸
「
判
批
」
法
学
教
室
増
刊
憲
法
の
基
本
判
例
（
第
二
版
）

（
一
九
九
六
年
四
月
）
五
一
頁
以
下
、
建
石
真
公
子
「
判
批
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
五
二
一
号
（
一
九
九
八
年
五
月
）
七
〇
頁
以
下
、
熊
田

道
彦
「
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
四
号
憲
法
判
例
百
選
（
第

四
版
）（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
六
四
頁
以
下
、
村
重
慶
一
「
判
批
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一
三
号
（
一
九
九
六
年
九
月
）
一
七
四
頁
以
下
、

糠
塚
康
江
「
判
批
」
法
学
教
室
一
八
六
号
別
冊
付
録
判
例
セ
レ
ク

ト
’95
（
一
九
九
六
年
）
七
頁
、
野
山
宏
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増

刊
最
高
裁
時
の
判
例
Ⅲ
私
法
編
（
2
）（
二
〇
〇
四
年
二
月
）

四
四
〇
頁
以
下
、「
判
批
」
法
律
時
報
六
八
巻
一
号
（
一
九
九
六
年

一
月
）
八
八
頁
以
下
、
吉
田
克
己
「
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
九
三
号
家
族
法
判
例
百
選
（
第
七
版
）（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）

二
五
二



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
五
三
）

純
な
比
較
衡
量
論
的
色
彩
の
あ
る
も
の
と
の
見
方
も
成
立
し
得
よ

う
。
一
応
の
と
こ
ろ
付
記
す
る
に
、
比
較
衡
量
論
と
は
、「
そ
れ
を

制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
と
そ
れ
を
制
限
し

な
い
場
合
に
維
持
さ
れ
る
利
益
と
を
比
較
し
て
、
前
者
の
価
値
が

高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
権
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
芦
部
信
喜

『
憲
法
』
第
五
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
一
〇
一
│
一
〇
三

頁
参
照
。

（
15
） 

但
し
、
一
般
的
に
は
立
法
事
実
は
立
法
目
的
及
び
立
法
目
的

達
成
手
段
の
両
者
を
基
礎
付
け
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
Ⅱ

│
人
権
総
論
』（
有

斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
二
〇
二
│
二
〇
三
頁
参
照
。

（
16
） Josef Isensee, S

taat und V
erfassung, in: Josef Isensee 

/ P
aul K

irchhof (H
g.), H

S
tR
 II, 3. A

ufl , H
eidelberg, C

.F
. 

M
üller V

erlag, 2004,§
15, R

n. 99. 

は
、
権
力
の
一
つ
の
役
割

は
、
法
へ
の
服
従
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
が
、
後

に
触
れ
る
よ
う
に
、
本
件
規
定
が
法
律
婚
を
尊
重
す
る
国
民
感
情

が
根
強
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
そ
の
意
義
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
た
ら
、
法
律
婚
の
尊
重
に
と
っ
て
法
律
婚
制
度
の
利
用

（
＝
法
へ
の
服
従
）
は
、
本
件
規
定
が

│vis

の
意
味
で

│
権

力
的
で
な
い
だ
け
に
、
一
層
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
の

他
、
法
の
拘
束
力
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
笹
倉
秀
夫
『
法

哲
学
講
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
七
六
頁
以
下
参

照
。

さ
れ
、
自
己
の
意
思
を
も
っ
て
し
て
は
変
え
る
こ
と
・
離
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
固
定
的
地
位
と
し
て
の
「
門
地
」
に
該
る
も
の
で

あ
っ
て
、
ま
た
本
件
の
婚
外
子
相
続
分
差
別
規
定
が
婚
外
子
に
対

す
る
社
会
的
偏
見
を
増
幅
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「
厳
格
審
査
基
準
」
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
に
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

（
8
） 

例
え
ば
、
吉
田
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
一
九
頁
、
石

川
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
五
四
二
・
一
五
四
四
頁
、
久
保

田
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
五
五
頁
。
本
決
定
に
対
す
る
評
釈

で
あ
る
高
井
・
前
掲（
註（
4
））「
判
批
」
六
三
頁
も
平
成
七
年
決

定
に
つ
い
て
論
ず
る
中
で
同
様
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

（
9
） 

但
し
、
菱
沼
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
三
〇
頁
は
、
こ
の

点
を
比
較
的
明
確
に
意
識
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 

芦
部
信
喜
『
憲
法
学
Ⅲ

│
人
権
各
論
（
1
）』
増
補
版
（
有

斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
八
頁
。

（
11
） 

石
川
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
五
四
二
頁
。

（
12
） 

平
成
七
年
最
大
決
中
の
非
嫡
出
子
に
対
す
る
配
慮
を
立
法
目

的
に
数
え
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
も
の
と
し
て
、
小
林
・
前
掲

（
註（
5
））「
判
批
」
一
五
三
頁
。

（
13
） 

髙
井
・
前
掲（
註（
4
））「
判
批
」
六
五
頁
。

（
14
） 

寧
ろ
、
本
決
定
に
お
い
て
採
ら
れ
て
い
る
合
憲
性
審
査
の
手

法
は
、
本
件
規
定
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
立
法
目
的
（
公
益
）
の

正
当
性
な
い
し
重
要
性
の
程
度
と
、
本
件
規
定
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
非
嫡
出
子
が
甘
受
す
べ
き
不
利
益
の
程
度
と
の
間
の
、
単

二
五
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
五
四
）

い
う
重
大
な
不
利
益
を
及
ぼ
し
て
、
法
律
婚
の
尊
重
や
保
護
を
図

ろ
う
と
す
る
の
は
決
し
て
合
理
的
な
根
拠
の
あ
る
こ
と
と
は
言
え

な
い
」
と
評
し
て
い
る
（
同
三
六
頁
）。

（
21
） 

文
明
・
歴
史
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
婚
姻
形
態
の
変
遷
に
つ
い

て
は
、
差
し
当
た
り
、
関
口
裕
子
『
日
本
古
代
婚
姻
史
の
研
究　

上
・
下
』（
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
関
口
裕
子
他
『
家
族
と
結

婚
の
歴
史
』
新
装
版
（
森
話
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
22
） 

八
木
・
前
掲
論
文（
註（
4
））
一
四
五
頁
は
、「
非
嫡
出
子
相

続
「
差
別
」
撤
廃
は
も
と
も
と
…
…
力
点
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

子
供
を
産
も
う
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

問
題
に
置
か
れ
て
い
る
。
…
…
つ
ま
り
、
非
嫡
出
子
「
差
別
」
は

子
供
を
産
む
親
の
生
き
方
を
左
右
す
る
も
の
で
、
親
の
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
自
己
決
定
権
」
を
行
使
す
る
際
の
障
害
に

な
る
。
…
…
不
倫
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う

が
、
と
に
か
く
子
供
を
産
む
自
由
を
保
障
し
ろ
、
ど
ん
な
形
で
子

供
を
産
も
う
が
、
そ
れ
に
対
し
て
他
人
か
ら
と
や
か
く
言
わ
れ
る

筋
合
い
は
な
い
。
こ
ん
な
主
張
だ
」
と
纏
め
て
い
る
。

（
23
） 

八
木
・
前
掲
論
文（
註（
4
））
一
四
〇
│
一
四
一
頁
。

（
24
） 

事
実
、
経
済
側
面
に
お
け
る
個
人
主
義
の
立
場
を
強
調
・
精

鋭
化
し
た
と
み
ら
れ
る
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
思
想
に
あ
っ
て
は
、

そ
も
そ
も
相
続
制
度
そ
れ
自
体
な
い
し
相
続
権
に
、
正
当
性
が
認

め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
見
解
も
存
在
し
て
い
る
。
浅
野
幸
治
「
遺

産
相
続
権
の
道
徳
的
正
当
性
」
豊
田
工
業
大
学
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
三
号
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）
一
頁
以
下
参
照
。
そ
の

（
17
） 

奥
野
健
一
政
府
委
員
の
答
弁
。
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
民

法
改
正
に
関
す
る
国
会
関
係
資
料
』（
家
庭
裁
判
資
料
第
三
四
号
）

（
一
九
五
三
年
）
五
〇
六
頁
。
他
に
、
野
山
・
前
掲（
註（
5
））「
判

批
」
四
三
頁
、
中
川
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
八
六
頁
参
照
。

（
18
） 

こ
こ
で
非
内
縁
関
係
も
含
め
る
こ
と
の
趣
旨
は
、
我
が
国
の

民
法
学
説
及
び
判
例
に
お
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
内
縁
に
つ
い

て
内
縁
準
婚
理
論

│
内
縁
に
つ
い
て
婚
姻
類
似
の
法
的
効
果
を

認
め
る
理
論

│
が
一
定
程
度
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
但

し
、
内
縁
準
婚
理
論
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
こ
れ
を
撤
廃
す
べ
き

と
の
立
場
か
ら
も
、
こ
れ
を
発
展
的
に
解
消
す
べ
き
と
の
立
場
か

ら
も
、
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、《
婚
姻
外
カ
ッ

プ
ル
》
と
し
て
諸
外
国
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の

と
し
て
、
差
し
当
た
り
、
山
下
純
司
「
婚
姻
外
カ
ッ
プ
ル
の
関
係
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
三
四
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
七
五
頁
以
下
参

照
。

（
19
） 

八
木
・
前
掲
論
文（
註（
4
））
一
四
五
頁
も
ま
た
、
嫡
出
子
・

非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
平
等
化
に
つ
い
て
、
法
律
婚
に
対
す
る

法
的
保
護
の
相
対
的
低
下
と
、
そ
れ
を
契
機
と
す
る
一
夫
一
婦
制

の
瓦
解
を
憂
慮
し
て
い
る
。

（
20
） 

棚
村
政
行
「
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
平
等
化
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
三
三
六
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
二
九
頁
。
棚
村
は
、
欧
米
諸

国
に
お
け
る
嫡
出
子
・
非
嫡
出
子
の
平
等
化
の
動
向
を
紹
介
し
た

上
で
（
同
二
七
頁
以
下
）、
我
が
国
の
法
定
相
続
分
規
定
に
つ
い
て
、

「
生
ま
れ
る
こ
と
に
何
の
責
任
も
な
い
子
ど
も
に
、
相
続
分
差
別
と

二
五
四



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
五
五
）

（
26
） 

尤
も
、
相
続
制
度
が
経
済
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
機
会
の
平

等
を
阻
害
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
得
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う

か
ら
、
相
続
制
度
な
い
し
相
続
権
の
正
当
化
根
拠
を
見
出
す
見
解

を
採
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
阻
害
要
因
を
除
去
せ
し
め
る
必

要
性
か
ら
相
続
税
制
に
つ
い
て
一
定
の
要
請
が
生
じ
得
る
と
の
論

│
そ
の
妥
当
性
を
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
が

│
も
ま
た
、
あ

り
得
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
下
に
、
笠
井
潔
『
国
家
民
営
化

論

│
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
自
由
社
会
を
構
想
す
る
』（
光
文
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
五
六
頁
は
、「
自
由
主
義
の
理
念
は
、
た
と
え
ば
相

続
に
お
け
る
累
進
課
税
の
極
大
化
を
要
求
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
27
） 

例
え
ば
、
小
林
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
五
一
│

一
五
二
頁
、
棚
村
・
前
掲
論
文（
註（
20
））
三
六
頁
、
内
野
・
前
掲

（
註（
5
））「
判
批
」
五
四
頁
。
吉
田
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」

一
一
九
頁
な
ど
。

（
28
） 

青
柳
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
六
五
頁
。

（
29
） 

決
定
要
旨（
7
）に
示
し
た
よ
う
な
本
件
規
定
の
補
充
性
に
つ

い
て
の
理
解
は
、
既
に
、
平
成
七
年
決
定
中
の
尾
崎
追
加
反
対
意

見
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
し
、
あ
る
い
は
米
倉
・
前
掲（
註

（
5
））「
判
批
」
一
〇
頁
に
お
い
て
も
、「
…
…
「
補
充
性
」
論
は

違
憲
説
の
支
柱
に
十
分
な
り
得
る
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
内
野
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
五
四
頁
に
お
い
て
も
、

こ
の
点
に
つ
き
言
及
が
あ
る
。

（
30
） 
高
梨
公
之
「
相
続
と
扶
養

│
相
続
意
思
と
こ
れ
を
阻
止
す

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
相
続
権
の
正
当
性
を
否
定
す
る
主
要
な
根

拠
を
整
理
す
る
に
、
⑴
死
者
は
権
利
享
有
主
体
と
し
て
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
、
⑵
遺
産
相
続
制
度
は
、
自
由
主
義
社
会
の
下
で
求

め
ら
れ
る
機
会
の
平
等
を
阻
害
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
得
る
こ

と
、
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
続
制
度
な
い
し
相
続
権
の
道
徳
的
正
当
性

が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
ま
た
、
一
面
的
な
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
寧
ろ
、
森
村
進
『
自
由
は
ど
こ
ま
で
可
能
か

│
リ
バ
タ

リ
ア
ニ
ズ
ム
入
門
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
整
理
に
拠
れ
ば
、

「
多
く
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
が
、
相
続
と
い
う
制
度
を
私
的
所
有
権
の

一
環
と
し
て
安
易
に
認
め
て
し
ま
〔
い
〕」（
同
書
一
五
五
頁
）、

「
大
部
分
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
は
、
私
的
財
産
権
の
尊
重
を
主
張
し
、

相
続
へ
の
課
税
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
」（
同
書
一
五
三
頁
）
と

さ
れ
る
。
尤
も
、
森
村
自
身
は
、
こ
う
し
た
「
多
く
の
」
あ
る
い

は
「
大
部
分
の
」
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
立
場
と
は
、
対
峙
す
る
見
解

を
採
っ
て
い
る
。

（
25
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
内
野
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
五
四

頁
は
、「
…
…
相
続
権
は
、
憲
法
二
九
条
に
い
う
財
産
権
の
一
環
を

な
す
も
の
と
い
え
る
」
と
し
て
い
る
。
右
評
釈
も
紹
介
す
る
よ
う

に
、
相
続
権
を
財
産
権
の
一
つ
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
見
解
は
、

緩
や
か
な
合
憲
性
審
査
基
準
を
適
用
せ
し
め
よ
う
と
す
る
見
解
と

結
び
付
く
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
本
評
釈
本
文
に
お
い

て
示
し
た
よ
う
に
、
管
見
に
従
え
ば
、
相
続
権
を
憲
法
上
の
財
産

権
の
一
類
型
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
五
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
五
六
）

し
て
の
愛
情
に
も
と
づ
い
て
財
産
を
承
継
さ
せ
る
意
思
を
も
つ
こ

と
も
十
分
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
見
解
も
存
在
す
る

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
件
規
定
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
の
推

定
的
意
思
と
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
34
） 

高
梨
・
前
掲
論
文（
註（
30
））四
七
頁
も
ま
た
、「
…
…
相
続
は
、

そ
の
死
亡
に
よ
っ
て
帰
属
者
を
喪
っ
た
個
人
財
産
の

0

0

0

0

0

、
相
続
関
係

0

0

0

0

者
の
自
由
な
意
思

0

0

0

0

0

0

0

が
明
瞭
な
と
き
は
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
が
不
明

な
と
き
は
法
定
の
枠
に
よ
っ
た
（
妻
・
夫
や
子
へ
と
い
う
）
い
わ

0

0

ば
推
測
さ
れ
た
意
思
に
よ
る
帰
属

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
」（
圏
点

│
原
文
）
と

し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
相
続
関
係
者
」
と
は
何
を
意
味
す
る

の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
し

て
被
相
続
人
及
び
相
続
人
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
被
相

続
人
の
意
思
と
は
遺
言
に
よ
る
遺
産
分
割
、
相
続
人
の
意
思
と
は

協
議
分
割
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
が
不
明
な
と
き
に
、「
法
定
の
枠
」
す
な
わ
ち
法
定
相
続
分

に
遺
産
分
割
は
よ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
「
推
定
さ
れ
た
意
思
」

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
定
相
続
分
の
規
定
の
趣
旨
が
、

被
相
続
人
が
遺
言
を
し
た
と
き
に
な
し
た
で
あ
ろ
う
推
定
的
意
思

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
35
） 

野
中
俊
彦
他
『
憲
法
Ⅱ
』
第
三
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）

三
〇
〇
頁
〔
野
中
俊
彦
執
筆
〕。

（
36
） 

こ
の
点
に
関
し
て
付
言
す
る
と
、
最
高
裁
判
所
自
身
も
ま
た

自
ら
の
判
断
に
拘
束
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
小
法
廷
で
は
裁
判
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
大
法
廷
で
裁
判
を
し
な
け
れ
ば
な

る
も
の

│
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
号
（
一
九
五
八
年
二
月
）

四
六
頁
は
、
現
行
民
法
の
相
続
制
度
に
つ
い
て
、
特
に
旧
民
法
に

お
け
る
家
督
相
続
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
…
…
民
法
の
定
め
た
分

割
相
続
は
、
分
割
そ
の
も
の
よ
り
も
、
被
相
続
人
や
相
続
人
の
意0

思
に
基
づ
く
相
続
の
形
式

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
よ
り

0

0

力
を
注
い
で
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
が
、
多
分
に
非
意
思
的
な
家

督
相
続
…
…
を
一
編
の
支
柱
と
し
て
い
る
旧
相
続
編
と
対
比
し
て
、

新
し
い
相
続
編
の
根
本
的
特
色
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」（
圏
点

│
原
文
）
と
し
て
、
遺
産
分
割
が
第
一
義
的
に
は
被

相
続
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
を
現
行
相
続
制

度
の
特
色
に
数
え
て
い
る
。

（
31
） 

八
木
・
前
掲
論
文（
註（
4
））一
三
九
頁
。

（
32
） 

こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
本
件
規
定
が

│
妾
制
度
の
ご
と
き

│
正
式
な
配
偶
者
以
外
と
の
異
性
関
係
を
黙
示
的
に
承
認
し
て

い
る
と
み
る
も
の
で
は
無
論
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
法
律
婚
関
係

に
お
い
て
貞
操
義
務
の
生
ず
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

（
33
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
米
倉
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」
一
〇
頁

に
お
い
て
は
、（
平
成
七
年
最
大
決
に
か
か
る
事
案
に
関
し
て
）

「
…
…
Ｃ
〔=

非
嫡
出
子
〕
に
し
ろ
嫡
出
子
に
し
ろ
同
一
の
母
Ａ

〔=

被
相
続
人
〕
の
子
で
あ
っ
て
、
Ａ
に
し
て
み
れ
ば
等
し
く
か
わ

い
い
に
相
違
な
く
、
婚
外
の
父
が
往
々
に
し
て
そ
う
で
な
い
の
と

異
な
る
」
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
中
川
・
前
掲（
註（
5
））「
判
批
」

八
七
頁
に
お
い
て
、「
…
…
一
般
的
に
非
嫡
出
子
に
対
し
て
親
子
と

二
五
六



民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
前
段
と
憲
法
一
四
条
一
項
を
め
ぐ
る
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
問
題
（
百
地
・
小
関
）

（
二
五
七
）

ち
で
裏
切
っ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、

本
決
定
が
本
件
規
定
の
合
憲
性
審
査
に
際
し
て
、
我
が
国
に
お
け

る
法
律
婚
に
対
す
る
尊
重
意
識
の
高
さ
と
い
う
、
立
法
事
実
を
等

閑
視
し
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
左
で
も
ま
た
あ
り
得
る
。

（
40
） 

高
井
・
前
掲（
註（
4
））「
判
批
」
六
三
頁
。

（
41
） 

こ
の
点
、
既
に
改
正
法
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
現
在
、
八

木
・
前
掲
論
文（
註（
4
））一
四
一
│
一
四
二
頁
以
下
が
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
相
続
政
策
の
設
計
に
大
い
に
参

考
に
値
し
よ
う
。
即
ち
、「
我
が
国
が
制
度
と
し
て
法
律
婚
主
義
を

採
用
し
、
そ
の
程
度
は
別
と
し
て
他
の
男
女
関
係
よ
り
も
婚
姻
共

同
体
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
以
上
、「
子
」
の
相
続
分
を

平
等
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の

分
、
現
行
法
よ
り
手
厚
く
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
…
…
今
回
の

「
決
定
」
が
従
来
の
判
断
を
改
め
る
に
あ
た
っ
て
の
国
内
外
の
事
情

の
変
化
の
一
つ
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
も
、
非
嫡
出
子
の
相
続
分
を
平

等
に
し
た
二
〇
一
〇
年
の
民
法
改
正
で
、
同
時
に
年
老
い
た
配
偶

者
が
家
を
失
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
配
偶
者
の
取
り
分
を
増
や

し
て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
財
産
が
家
屋
だ
け
の
場
合
、
今
後
の

法
改
正
に
よ
り
非
嫡
出
子
の
取
り
分
が
増
え
る
分
、
残
さ
れ
た
配

偶
者
が
遺
産
分
割
で
住
ま
い
を
失
う
と
い
う
事
態
は
十
分
生
じ
う

る
。
現
行
は
二
分
の
一
と
す
る
配
偶
者
の
相
続
分
を
増
や
し
た
り
、

居
住
権
を
保
護
し
た
り
す
る
な
ど
、
婚
姻
共
同
体
の
保
護
と
い
う

視
点
に
配
慮
し
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」（
傍
線

│
評

者
）
と
。

ら
な
い
場
合
）
に
つ
い
て
定
め
る
、
裁
判
所
法
一
〇
条
三
号
に
お

い
て
、「
憲
法
そ
の
他
の
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
、
意
見
が
前

に
最
高
裁
判
所
の
し
た
裁
判
に
反
す
る
と
き
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
と
最
高
裁
自
身
に
対
す
る
拘
束
に
つ
い

て
は
、「
事
実
上
の
」
拘
束
で
は
な
か
ろ
う
。

（
37
） 

法
務
省
『
犯
罪
白
書　

最
近
の
犯
罪
と
犯
罪
者
の
処
遇

│

社
会
の
変
動
と
犯
罪

│
』（
昭
和
四
九
年
版
）
第
2
編
第
4
章
第

4
節
参
照
。

（
38
） 

平
成
七
年
決
定
に
対
す
る
評
釈
で
あ
る
、
川
井
・
前
掲（
註

（
5
））「
判
批
」
八
五
頁
。

（
39
） 

平
成
七
年
決
定
に
対
す
る
評
釈
で
、
本
件
規
定
に
つ
き
違
憲

説
の
立
場
を
採
る
、
米
倉
明
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
九
〇
号

（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
は
、
当
時
の
世
論
調
査
の
結
果
が
、
法
律

婚
を
尊
重
す
る
国
民
感
情
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
を
考
慮
し
て
、「
…
…
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
平
等
化
の
実
現

は
お
そ
ら
く
一
〇
〇
年
後
で
あ
ろ
う
」（
同
一
二
頁
）
と
か
、
あ
る

い
は
、「
古
代
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
家
の
思
想
が
生
き
残
っ
て
お

り
、
か
つ
、
こ
と
が
損
得
に
大
き
く
か
か
わ
る
以
上
、
何
回
世
論

調
査
し
て
も
結
果
は
常
に
変
わ
ら
な
い
か
、
法
律
婚
尊
重
↓
非
嫡

出
子
に
相
続
権
な
し
、
と
せ
よ
と
ま
で
進
む
か
も
知
れ
な
い
」（
同

一
二
頁
中
註（
31
））
と
し
て
、
多
分
に
皮
肉
め
い
た
批
判
を
展
開

し
て
い
る
が
、
本
決
定
に
お
い
て
、
法
律
婚
を
尊
重
す
る
国
民
感

情
が
未
だ
幅
広
く
浸
透
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
違
憲
判
断
を

下
さ
れ
た
こ
と
は
、
如
上
の
期
待
を
彼
の
見
解
に
親
和
的
な
か
た

二
五
七




